
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶層を介して互いに対向配置され、液晶表示素子を構成する２枚の液晶表示基板のう
ち、一方の前記液晶表示基板の前記液晶層側の面上に、ｘ方向に延在し、ｙ方向に並設さ
れた複数の走査信号線群と、該走査信号線群と絶縁されてｙ方向に延在し、ｘ方向に並設
された映像信号線群とを設け、前記走査信号線群と前記映像信号線群とが交差する領域に
よって表示領域が構成され、前記走査信号線と前記映像信号線とで囲まれる領域にそれぞ
れアクティブ素子と画素電極とを設けた液晶表示装置において、
　前記表示領域の外側の一辺側には、前記映像信号線群に接続された 映像信号ド
ライバが配置されており、
　前記表示領域の外側の他の一辺側には、前記走査信号線群と接続された走査信号ドライ
バが前記２枚の液晶表示基板とは別の基板上に配置されており、
　前記複数 の映像信号ドライバの中の前記走査信号ドライバが配置された側に最も近い
位置に配置された映像信号ドライバの前記映像信号線に接続していない信号出力ピンに

線修正用配線が接続されており
該断線修正用配線は、前記一方の液晶表示基板の前記液晶層側の面上から、前記走査信

号ドライバが配置された基板上の配線を介し、前記走査信号線群とは交差せずに前記映像
信号ドライバが配置されている辺とは反対側の辺に引き廻されていることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項２】
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　前記断線修正用配線は、前記映像信号線群の中で断線した信号線と接続し、信号制御回
路に、前記断線した信号線のアドレスを入力したことを特徴とする請求項１記載の液晶表
示装置。
【請求項３】
　前記断線修正用配線に信号増幅器を接続したことを特徴とする請求項１または２記載の
液晶表示装置。
【請求項４】
　前記断線修正用配線に信号増幅器を接続し、前記映像信号ドライバが前記信号増幅器に
近い側の一番端の映像信号ドライバであることを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、特に、薄膜トランジスタ等のアクティブ素子を使用し
たアクティブ・マトリクス方式の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、薄型、軽量という特長と、ブラウン管に匹敵する高画質という点から
、パソコン等の情報処理機器（ＯＡ機器）の表示端末として広く普及し始めている。
【０００３】
　アクティブ・マトリクス方式の液晶表示装置は、マトリクス状に配列された複数の画素
電極のそれぞれに対応して非線形素子（アクティブ素子、スイッチング素子）を設けたも
のである。各画素における液晶は理論的には常時駆動（デューティ比  １．０）されてい
るので、時分割駆動方式を採用している、いわゆる単純マトリクス方式と比べてアクティ
ブ・マトリクス方式はコントラストが良く、特にカラー液晶表示装置では欠かせない技術
となりつつある。アクティブ素子として代表的なものとしては薄膜トランジスタ（ＴＦＴ
）がある。
【０００４】
　なお、薄膜トランジスタを使用したアクティブ・マトリクス方式の液晶表示装置は、例
えば下記特許文献１や、下記非特許文献１で知られている。
【０００５】
　液晶表示装置（すなわち、液晶表示モジュール）は、例えば、表示用の透明電極や配向
膜等の積層膜を形成した面が対向するように所定の間隙を隔てて２枚のガラス等からなる
透明絶縁基板を重ね合わせ、該両基板間の周縁部に枠状（ロの字状）に設けたシール材に
より、両基板を貼り合わせるとともに、シール材の一部に設けた液晶封入口から両基板間
のシール材の内側に液晶を封止し、さらに両基板の外側に一定の偏光のみ透過させる偏光
板を設けてなる液晶表示素子（すなわち、液晶表示パネル、ＬＣＤ：リキッド  クリスタ
ル  ディスプレイ (Liquid Crystal Display)）と、この液晶表示素子の下に配置され、面
発光を行い液晶表示素子に光を供給し画像を表示するための光源となるバックライトと、
液晶表示素子の外周部の外側に配置した駆動用回路基板と、液晶表示素子やバックライト
を収納、保持するプラスチックモールドケースと、前記各部材を収納し、表示窓があけら
れた金属製上シールドケースと、金属製下シールドケース等で構成されている。
【０００６】
　液晶表示装置は、高度な製造技術と、異物を極力排除した環境で生産されるが、正常な
表示に必要な信号線の一部が断線し、表示画面上で、線状に常時非点灯、あるいは常時点
灯の画素が表示される、いわゆる線欠陥と呼ばれる表示不良が発生することがある。
【０００７】
　この線欠陥は、製品検査工程において選別するが、線欠陥が発生した液晶表示素子は破
棄するので、製造歩留りが低下し、製造コストが増大する。そこで、この線欠陥を修正す
ることが考えられてきた。
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【０００８】
　図１２は従来の液晶表示装置における液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回
路基板の概略平面図である。
【０００９】
　ＬＣＤは液晶表示素子、ＳＣＲは有効表示領域（有効画面）、ＧＤは走査信号ドライバ
（駆動用ＩＣ）、ＧＢは走査信号源回路基板、ＤＤは映像信号ドライバ（駆動用ＩＣ）、
ＤＢは映像信号源回路基板、ＣＯＮＴは制御回路基板、ＤＡＴＡは映像信号線、ＤＡＮは
映像信号線ＤＡＴＡの断線箇所、ＤＨは断線修正用配線、ＣＮ１、ＣＮ２は断線修正用接
続部である。
【００１０】
　図１２に示すように、液晶表示素子ＬＣＤには、有効表示領域ＳＣＲ内に、映像信号線
ＤＡＴＡが配置されている。実際は、多数本の映像信号線ＤＡＴＡが配置されているが、
この図では断線が発生した１本のみを示している。
【００１１】
　表示に必要な映像信号は、映像信号ドライバＤＤから映像信号線ＤＡＴＡへ供給される
。しかし、映像信号線ＤＡＴＡに断線箇所ＤＡＮで断線が発生すると、断線箇所ＤＡＮよ
り図１２の下方へは、その映像信号は正しく伝達されず、先に説明した線欠陥と呼ばれる
表示不良が発生する。
【００１２】
　この従来技術においては、断線による表示不良を修正するために、有効表示領域ＳＣＲ
の外側の液晶表示素子ＬＳＤ上に、断線修正用配線ＤＨを「コ」字状に設けている。この
ような構成において、映像信号線ＤＡＴＡに断線が生じた場合、第１の断線修正用接続部
ＣＮ１および第２の断線修正用接続部ＣＮ２の箇所をレーザ等により溶融させて、断線箇
所ＤＡＮを含む映像信号線ＤＡＴＡと、断線修正用配線ＤＨとを電気的に接続し、断線を
修正している。
【００１３】
　この従来技術では、断線箇所ＤＡＮより図１２の下方へ映像信号を伝達するために、映
像信号ドライバＤＤから第１の断線修正用接続部ＣＮ１を介して断線修正用配線ＤＨへ伝
達し、第２の断線修正用接続部ＣＮ２を介して図１２の下方から映像信号を供給する。
【００１４】
【特許文献１】特開昭６３－３０９９２１号公報
【非特許文献１】「冗長構成を採用した 12.5型アクティブ・マトリクス方式カラー液晶デ
ィスプレイ」、日経エレクトロニクス、頁 193～ 210、 1986年 12月 15日、日経マグロウヒル
社発行
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　ところが、上記従来技術では、次のような問題点がある。
【００１６】
　断線が発生した映像信号線ＤＡＴＡの映像信号を伝達する断線修正用配線ＤＨは、有効
表示領域ＳＣＲの範囲外に設置する必要がある。したがって、必然的にこの断線修正用配
線ＤＨの配線引き回しの距離が長くなるので、該断線修正用配線ＤＨの寄生容量や抵抗が
大きくなってしまい、映像信号の遅延が発生する。つまり、断線された映像信号線ＤＡＴ
Ａにおいて、断線修正用配線ＤＨを介して図１２の下方から供給される映像信号と、映像
信号ドライバＤＤから直接供給される映像信号とでは、この信号遅延による差異が発生す
る。すなわち、断線の修正により、例えば一面灰色パターンの表示画面において、断線箇
所ＤＡＮを境界として微妙な輝度の変化が生じる。これは、断線箇所ＤＡＮのない液晶表
示装置と比較して、画質が劣化していることになる。
【００１７】
　本発明の目的は、信号線の断線修正後の信号遅延による表示画面の輝度変化を抑制し、
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高画質で高歩留りな液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記課題を解決するために、本発明は、液晶層を介して互いに対向配置され、液晶表示
素子を構成する２枚の液晶表示基板のうち、一方の前記液晶表示基板の前記液晶層側の面
上に、ｘ方向に延在し、ｙ方向に並設された複数の走査信号線群と、該走査信号線群と絶
縁されてｙ方向に延在し、ｘ方向に並設された映像信号線群とを設け、前記走査信号線群
と前記映像信号線群とが交差する領域によって表示領域が構成され、前記走査信号線と前
記映像信号線とで囲まれる領域にそれぞれアクティブ素子と画素電極とを設けた液晶表示
装置において、前記表示領域の外側の一辺側には、前記映像信号線群に接続された映像信
号ドライバが配置されており、前記表示領域の外側の他の一辺側には、前記走査信号線群
と接続された走査信号ドライバが前記２枚の液晶表示基板とは別の基板上に配置されてお
り、

断線修正用配線は、
前記走査信号ドライバが配置された基板上の配線を介し、前記走

査信号線群とは交差せずに前記映像信号ドライバが配置されている辺とは反対側の辺に引
き廻されて ことを特徴とする。
【００１９】
　また、前記断線修正用配線は、前記映像信号線群の中で断線した信号線と接続し、信号
制御回路に、前記断線した信号線のアドレスを入力したことを特徴とする。
【００２０】
　また、前記断線修正用配線に信号増幅器を接続したことを特徴とする。
【００２１】
　また、前記断線修正用配線に信号増幅器を接続し、前記映像信号ドライバが前記信号増
幅器に近い側の一番端の映像信号ドライバであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、断線修正用配線を、画面端に位置する駆動用ＩＣの映像信号線に接続
していない信号出力ピンに接続した構成により、断線修正用配線の距離を短縮することが
でき、信号遅延を軽減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を用いて本発明の実施の形態について詳細に説明する。なお、以下で説明す
る図面で、同一機能を有するものは同一符号を付け、その繰り返しの説明は省略する。
【００２４】
　 の形態１
　図１は本発明の の形態１の液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板
の概略平面図である。　
　ＬＣＤは液晶表示素子、ＳＣＲは有効表示領域（有効画面）、ＧＤは走査信号ドライバ
（駆動用ＩＣ）、ＧＢは走査信号源回路基板、ＤＤは映像信号ドライバ（駆動用ＩＣ）、
ＤＢは映像信号源回路基板、ＣＯＮＴは制御回路基板、ＤＡＴＡは映像信号線、ＤＡＮは
映像信号線ＤＡＴＡの断線箇所、ＤＨ１、ＤＨ２、ＤＨＧは断線修正用配線、ＣＮ１、Ｃ
Ｎ２は断線修正用接続部、ＤＡは信号増幅器（バッファアンプ）である。
【００２５】
　本 の形態では、走査信号ドライバＧＤ、映像信号ドライバＤＤは、液晶表示素子Ｌ
ＣＤと走査信号源回路基板ＧＢ、映像信号源回路基板ＤＢとの間にそれぞれ接続されたテ
ープ  キャリア  パッケージ（ＴＣＰ）上に実装されている。
【００２６】
　図１に示すように、液晶表示素子ＬＣＤには、有効表示領域ＳＣＲのある一方向（図１
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では縦方向）に延びている映像信号線ＤＡＴＡが多数本配置されている。図１では、多数
本配置された中のある１本の映像信号線ＤＡＴＡのみを示している。
【００２７】
　映像信号線ＤＡＴＡは、液晶表示素子ＬＣＤと映像信号源回路基板ＤＢとの間に設置さ
れた映像信号ドライバＤＤから供給される信号を、有効表示領域ＳＣＲ内の画素に伝達す
る。
【００２８】
　また、液晶表示素子ＬＣＤには、該液晶表示素子ＬＣＤと走査信号源回路基板ＧＢとの
間に設置された走査信号ドライバＧＤが接続されている。画素は、映像信号と走査信号と
に元づいて液晶を駆動することにより、光を制御し、結果的に所定の表示を得ることがで
きる。
【００２９】
　映像信号源回路基板ＤＢは、映像信号ドライバＤＤを物理的に固定するとともに、映像
信号ドライバＤＤへの制御信号や電源電力を供給する。　
　走査信号源回路基板ＧＢは、走査信号ドライバＧＤを物理的に固定するとともに、走査
信号ドライバＧＤへの制御信号や電源電力を供給する。　
　制御回路基板ＣＯＮＴは、パソコン等の情報処理機器から供給される画像信号や電源電
力を適切な方法で変換し、映像信号源回路基板ＤＢや走査信号源回路基板ＧＢに、制御信
号や電源電力を供給する。
【００３０】
　以下、本発明の本質である映像信号線ＤＡＴＡの断線の修正について説明する。　図１
においては、ある映像信号線ＤＡＴＡの途中に、製造工程中に生じた断線箇所ＤＡＮがあ
ることを示している。この映像信号線ＤＡＴＡにおいては、映像信号ドライバＤＤから断
線箇所ＤＡＮまでは正しく信号が伝達されるが、断線箇所ＤＡＮの下方の部分には、信号
が伝達されないので、断線の修正を行うために、次のような構成を備える。
【００３１】
　液晶表示素子ＬＣＤの透明ガラス基板（図８参照）面上に、第１の断線修正用配線ＤＨ
１および第２の断線修正用配線ＤＨ２を設ける。ここでは、映像信号ドライバＤＤに近い
方を第１の断線修正用配線ＤＨ１とし、遠い方を第２の断線修正用配線ＤＨ２としている
。なお、複数本の映像信号線ＤＡＴＡと絶縁層を介して交差する図１の横方向に延びる断
線修正用配線ＤＨ１、ＤＨ２は、映像信号線ＤＡＴＡと層の異なる線により形成し、例え
ば走査信号線と同一の工程、同一の層により形成する。また、断線修正用配線ＤＨ１、Ｄ
Ｈ２、ＤＨＧの幅は広い方が抵抗値を低くする上で望ましいが、例えば映像信号線ＤＡＴ
Ａの幅の５倍以上、走査信号線同一の幅、具体的には２５μｍに形成する。
【００３２】
　また、走査信号源回路基板ＧＢ上（または内）に、第１の断線修正用配線ＤＨ１および
第２の断線修正用配線ＤＨ２を接続するための、第３の断線修正用配線ＤＨＧを設ける。
【００３３】
　また、走査信号源回路基板ＧＢの断線修正用配線ＤＨＧと、液晶表示素子ＬＣＤ上の第
１の断線修正用配線ＤＨ１および第２の断線修正用配線ＤＨ２とを接続する。この接続方
法は、リード線を用いて接続する方法や、走査信号ドライバＧＤのダミー配線を利用して
接続する方法等様々な方法があるが、どの方法を用いてもよい。
【００３４】
　さらに、走査信号源回路基板ＧＢの断線修正用配線ＤＨＧの途中に、例えば断線修正用
配線１本に付き１個の信号増幅器ＤＡを挿入する。すなわち、信号増幅器ＤＡは、走査信
号源回路基板ＧＢ上（または内）に設ける。なお、信号増幅器ＤＡは、走査信号源回路基
板ＧＢ上に設けた例えば１個のトランジスタやＯＰアンプ等により構成する。
【００３５】
　このような構成において、以下、断線の修正の方法について説明する。　
　まず、断線箇所ＤＡＮにおいて断線の発生している映像信号線ＤＡＴＡと、液晶表示素
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子ＬＣＤに設けられた断線修正用配線ＤＨ１、ＤＨ２とを、両配線の絶縁層を介した交差
部である第１、第２の断線修正用接続部ＣＮ１、ＣＮ２の箇所に高出力レーザを照射し、
これらの部分を溶融させて接続する。接続の方法は、該レーザを用いる方法の他、導電性
物質を用いる方法等、様々な方法を用いることができ、どの方法を用いてもよい。
【００３６】
　これにより、断線の発生している映像信号線ＤＡＴＡには、断線箇所ＤＡＮまでは、映
像信号は映像信号ドライバＤＤから直接供給され、断線箇所ＤＡＮの下方の部分へは、映
像信号ドライバＤＤから第１の断線修正用接続部ＣＮ１、第１の断線修正用配線ＤＨ１、
第３の断線修正用配線ＤＨＧ、信号増幅器ＤＡ、第３の断線修正用配線ＤＨＧ、第２の断
線修正用配線ＤＨ２、第２の断線修正用接続部ＣＮ２を介して供給されることになる。
【００３７】
　この間を伝達する信号は、配線引き回し部で発生する寄生容量や抵抗の増化などにより
遅延するが、断線修正用配線ＤＨＧの途中に挿入した信号増幅器ＤＡにより信号を増幅す
るので、信号の遅延を抑制することができる。
【００３８】
　この結果、断線箇所ＤＡＮより下方の部分へ供給される映像信号は、断線箇所ＤＡＮよ
り上方の部分に供給される映像信号とほぼ同等なものとすることができ、断線修正による
断線箇所ＤＡＮを境界にした表示画面上の微妙な輝度の変化を抑制することができた。
【００３９】
　なお、本 の形態では、第１の断線修正用配線ＤＨ１、第３の断線修正用配線ＤＨＧ
、信号増幅器ＤＡ、第２の断線修正用配線ＤＨ２から構成される組を、１組だけ示し、断
線の発生した映像信号線ＤＡＴＡを１本だけ修正可能な構成を示したが、これらの組を複
数組設ける（それぞれ配線を平行に設ける）ことにより、断線を修正できる映像信号線Ｄ
ＡＴＡの本数を増加できることはもちろんである（以下の の形態２～
においても同様）。
【００４０】
　また、本 の形態では、信号増幅器ＤＡを走査信号源回路基板ＧＢに設けた場合を示
したが、信号増幅器ＤＡは液晶表示素子ＬＣＤの透明ガラス基板面上に設けてもよい。こ
の場合、例えば第１、第２の断線修正用配線ＤＨ１、ＤＨ２のいずれかに挿入する。また
、断線修正用配線ＤＨ１、ＤＨ２、ＤＨＧを、すべて該透明ガラス基板面上に「コ」字状
に設けてもよい（第２図参照）。また、信号増幅器ＤＡを映像信号源回路基板ＤＢに設け
てもよい。信号増幅器ＤＡは、映像信号ドライバＤＤになるべく近い位置に設けるのが、
信号遅延の軽減上望ましい。
【００４１】
　以下、断線検査について簡単に説明する。
【００４２】
　断線検査工程は、映像信号線および走査信号線の断線の有無を確認し、断線が発生した
不良基板の選別を目的として実施される。断線検査装置は、通常、任意の電圧を発する直
流電源装置と、該電源装置に接続された検査針と、直流電流計と、該電流計に接続された
２個の検査針と、検査する液晶表示基板を載置する基板ステージと、検査針を上下および
水平方向に移動させる駆動装置から構成される。
【００４３】
　このような検査装置により断線検査を実施するには、まず、基板ステージ上に液晶表示
基板を載置し、駆動装置により２個の検査針を、液晶表示基板上の両端の２個の検査端子
に接触させ、電源装置から検査針と検査端子とを介して信号線に電圧を印加し、電流計に
より電流値を測定し、該信号線の抵抗を算出して断線の有無を判定する。電流値が、あら
かじめ定められた下限閾値より小さい場合に、断線不良と判定する。次に、検査端子に接
触させた検査針を駆動装置により隣接する次の検査端子に接触させ、前記信号線と隣接す
る次の信号線の断線検査を実施する。このように、検査針を駆動装置により順次移動して
全信号線の検査を行う。　
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　以下、本発明の他の 実施の形態について説明するが、上記 の形
態１と異なる点のみを説明し、共通する部分は説明を省略する。
【００４４】
　 の形態２
　図２は本発明の の形態２の液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板
の概略平面図である。　
　本 の形態２において、上記 の形態１と異なる点は、 (1)映像信号ドライバＤＤ
、走査信号ドライバＧＤを、液晶表示素子ＬＣＤの透明ガラス基板上に実装していること
（すなわち、ＦＣＡ (フリップ  チップ  アタッチメント )方式、ＣＯＧ（チップ  オン  ガラ
ス )）、 (2)制御回路基板ＣＯＮＴを、液晶表示素子ＬＣＤに接続していること、 (3)ほぼ
「コ」字状の断線修正用配線ＤＨを、液晶表示素子ＬＣＤの透明ガラス基板上に設けてい
ること、 (4)信号増幅器ＤＡを液晶表示素子ＬＣＤの透明ガラス基板上に設け、断線修正
用配線ＤＨの途中に挿入していることである。
【００４５】
　本 の形態においても、上記 の形態１と同様に、断線箇所ＤＡＮの下方の部分へ
供給される映像信号と、断線箇所ＤＡＮの上方の部分に供給される映像信号とをほぼ同等
なものとすることができ、断線修正による断線箇所ＤＡＮを境界にした表示画面上の微妙
な輝度の変化を抑制することができた。
【００４６】
　すなわち、映像信号ドライバＤＤ、走査信号ドライバＧＤを液晶表示素子ＬＣＤ上に設
置したＦＣＡ方式の液晶表示装置においても、高画質な線欠陥修正を実現することができ
る。
【００４７】
　なお、本 の形態において、断線修正用配線ＤＨのうち、複数本の映像信号線ＤＡＴ
Ａと絶縁層を介して交差する図２の横方向に延びる部分は、映像信号線ＤＡＴＡと層の異
なる線により、例えば走査信号線と同一の工程、同一の層により形成する。また、断線修
正用配線ＤＨのうち、映像信号線ＤＡＴＡと平行に図２の縦方向に延びる部分は、例えば
映像信号線ＤＡＴＡ、あるいは走査信号線と同一の工程、同一の層により形成する。断線
修正用配線ＤＨの横に延びる部分と縦に延びる部分とを別の層によって形成する場合は、
両部分をコンタククトホール等を介して接続する。さらに、信号増幅器ＤＡは、例えば透
明ガラス基板上に設けた複数の薄膜トランジスタ等により構成する。
【００４８】
　実施の形
　図３は本発明の実施の形 液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板の
概略平面図である。　
　本実施の形 おいて、上記 の形態１と異なる点は、 (1)第１の断線修正用配線Ｄ
Ｈ１を、映像信号ドライバＤＤ（駆動用ＩＣチップ）の断線修正用映像信号出力ＤＯＵＴ
（映像信号線ＤＡＴＡに接続していない余りの信号出力ピン）に接続していること、 (2)
制御回路基板ＣＯＮＴ内に、断線修正用アドレス入力ＡＤＤＲを設けていることである。
【００４９】
　断線修正用アドレス入力ＡＤＤＲは、断線修正用映像信号出力ＤＯＵＴに、検査工程等
によって断線が検出された映像信号線ＤＡＴＡのアドレスを指定するものである。
【００５０】
　断線修正用映像信号出力ＤＯＵＴは、映像信号ドライバＤＤのうち、有効表示領域の映
像信号線ＤＡＴＡに接続されていない余った出力ピンを割り当てており、断線修正用アド
レス入力ＡＤＤＲにより指定された映像信号を出力する。
【００５１】
　このような構成によっても、上記 の形態１と同様に、断線箇所ＤＡＮのある映像信
号線ＤＡＴＡに供給される映像信号は、断線の発生しなかった場合とほぼ同等なものとす
ることができ、断線修正による断線かＤＡＮを境界にした微妙な輝度の変化を抑制するこ
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とができた。
【００５２】
　本実施の形態の特長は、断線修正用映像信号出力ＤＯＵＴを一番端の駆動用ＩＣチップ
の出力端子に割り当てることにより、第１の断線修正用配線ＤＨ１を短くすることができ
るので、断線修正用配線の寄生容量や抵抗を低減することができるため、信号遅延を抑制
することができ、より高品質な断線修正を提供できる。
【００５３】
　 の形態
　図４は本発明の の形態 の液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板
の概略平面図である。
【００５４】
　本 の形態 において、上記 の形態１と異なる点は、 (1)映像信号源回路基板Ｄ
Ｂにも、断線修正用配線ＤＨＤを設けていること、 (2)第１の断線修正用配線ＤＨ１を、
断線修正用配線ＤＨＤに接続していること、 (3)信号増幅器ＤＡを、映像信号源回路基板
ＤＢに設けていること、 (4)断線修正用配線ＤＨＤを、走査信号源回路基板ＧＢに設けた
断線修正用配線ＤＨＧに接続していることである。
【００５５】
　本 の形態では、断線修正用配線ＤＨＤと断線修正用配線ＤＨＧとを、制御回路基板
ＣＯＮＴ内部において接続しているが、制御回路基板ＣＯＮＴを介さず、直接接続しても
よい。
【００５６】
　本 の形態の特長は、信号増幅器ＤＡを映像信号源回路基板ＤＢに設けているため、
断線した映像信号線ＤＡＴＡの映像信号ドライバＤＤと、信号増幅器ＤＡとの距離を近づ
けることができるので（図１参照）、信号遅延の影響を受けにくく、より高品質の修正が
可能である。　
　なお、信号増幅器ＤＡを制御回路基板ＣＯＮＴに設けてもよい。
【００５７】
　 の形態
　図５は本発明の の形態 の液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板
の概略平面図である。　
　本 の形態 において、上記 の形態 と異なる点は、 (1)第１の断線修正用配線
ＤＨ１を、映像信号ドライバＤＤ１個毎に形成していること、 (2)各々の断線修正用配線
ＤＨ１を、映像信号源回路基板ＤＢに設けた断線修正用配線ＤＨＤに接続していることで
ある。
【００５８】
　本 の形態においても、断線修正用配線ＤＨＤと断線修正用配線ＤＨＧとを、制御回
路基板ＣＯＮＴ内部において接続しているが、制御回路基板ＣＯＮＴを介さず直接接続し
てもよい。
【００５９】
　本 の形態の特長は、断線修正用配線ＤＨ１を、映像信号ドライバＤＤ１個毎に形成
しているため、断線修正用接続部ＣＮ１と断線修正用配線ＤＨＤとの間の配線長を短くす
ることができるので、信号遅延の影響を受けにくく、より高品質の修正が可能である。
【００６０】
　 の形態
　図６は本発明の の形態 の液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板
の概略平面図である。　
　本 の形態 において、上記 の形態 と異なる点は、 (1)断線修正用接続部ＣＮ
３を、映像信号源回路基板ＤＢ上に設けていること、 (2)信号増幅器ＤＡを、第１の断線
修正用配線ＤＨ１と断線修正用接続部ＣＮ３との間に接続していること、 (3)断線修正用
配線ＤＨＤ上で、断線修正用接続部ＣＮ３を１箇所のみ設けていることである。
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【００６１】
　本 の形態においても、断線修正用配線ＤＨＤと断線修正用配線ＤＨＧとを、制御回
路基板ＣＯＮＴ内部において接続しているが、制御回路基板ＣＯＮＴを介さず直接接続し
てもよい。
【００６２】
　本 の形態では、断線修正用接続部ＣＮ３を、映像信号源回路基板ＤＢ上に設けてい
るため、半田付けなどの方法により、該断線修正用接続部ＣＮ３における接続を得ること
ができるが、他の方法を用いて接続してもよい。
【００６３】
　本 の形態の特長は、断線修正用接続部ＣＮ３を、断線修正用配線ＤＨＤ上に１箇所
のみ設けるため、該断線修正用接続部ＣＮ３で接続された映像信号線ＤＡＴＡ以外の映像
信号のノイズを少なくすることができることと、信号増幅器ＤＡを断線修正用接続部ＣＮ
１に近付けることができるので、信号遅延の影響を受けにくく、より高品質の修正が可能
である。
【００６４】
　図７に示すように、各画素は隣接する２本の走査信号線（ゲート信号線または水平信号
線）ＧＬと、隣接する２本の映像信号線（ドレイン信号線または垂直信号線）ＤＬとの交
差領域内（４本の信号線で囲まれた領域内）に配置されている。各画素は薄膜トランジス
タＴＦＴ、透明画素電極ＩＴＯ１および保持容量素子Ｃ addを含む。走査信号線ＧＬは図
では左右方向（ｘ方向）に延在し、上下方向（ｙ方向）に複数本配置されている。映像信
号線ＤＬは上下方向に延在し、左右方向に複数本配置されている。
【００６５】
　図８に示すように、液晶層ＬＣを基準にして下部透明ガラス基板ＳＵＢ１側には薄膜ト
ランジスタＴＦＴおよび透明画素電極ＩＴＯ１が形成され、上部透明ガラス基板ＳＵＢ２
側にはカラーフィルタＦＩＬ、遮光用ブラックマトリクスパターンＢＭが形成されている
。透明ガラス基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２の両面にはディップ処理等によって形成された酸化
シリコン膜ＳＩＯが設けられている。
【００６６】
　上部透明ガラス基板ＳＵＢ２の内側（液晶ＬＣ側）の表面には、遮光膜ＢＭ、カラーフ
ィルタＦＩＬ、保護膜ＰＳＶ２、共通透明画素電極ＩＴＯ２（ＣＯＭ）および上部配向膜
ＯＲＩ２が順次積層して設けられている。
《液晶表示モジュールの等価回路》
　図９は液晶表示素子とその外周部に配置された回路を示すブロック図である。ＴＦＴ液
晶表示素子（ＴＦＴ－ＬＣＤ）の下側のみにドレインドライバ部１０３が配置され、また
、８００×３×６００画素から構成されるＸＧＡ仕様の液晶表示素子（ＴＦＴ－ＬＣＤ）
の側面部には、ゲートドライバ部１０４、コントローラ部１０１、電源部１０２が配置さ
れる。　
　ドレインドライバ部１０３は、前述したように、多層フレキシブル基板を折り曲げ実装
し、十分コンパクト設計ができた。
【００６７】
　コントローラ部１０１および電源部１０２は、多層プリント基板ＰＣＢに実装する。コ
ントローラ部１０１、電源部１０２を搭載したインターフェイス基板ＰＣＢは、液晶素子
ＰＮＬの短辺の外周部に配置されたゲートドライバ部１０４の裏側に配置される。これは
、情報処理装置（機器）の横幅の制約があり、可能な限り、表示部であるモジュールＭＤ
Ｌの幅も縮小させる必要があるためである。
【００６８】
　図９に示すように、薄膜トランジスタＴＦＴは、隣接する２本のドレイン信号線Ｄと、
隣接する２本のゲート信号線Ｇとの交差領域内に配置される。
【００６９】
　薄膜トランジスタＴＦＴのドレイン電極、ゲート電極は、それぞれドレイン信号線Ｄ、
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ゲート信号線Ｇに接続される。　
　薄膜トランジスタＴＦＴのソース電極は画素電極に接続され、画素電極とコモン電極と
の間に液晶層が設けられるので、薄膜トランジスタＴＦＴのソース電極との間には、液晶
容量ＣＬＣが等価的に接続される。　
　薄膜トランジスタＴＦＴは、ゲート電極に正のバイアス電圧を印加すると導通し、ゲー
ト電極に負のバイアス電圧を印加すると不導通になる。　
　また、薄膜トランジスタＴＦＴのソース電極と前ラインのゲート信号線との間には、保
持容量Ｃａｄｄが接続される。
【００７０】
　なお、ソース電極、ドレイン電極は本来その間のバイアス極性によって決まるもので、
この液晶表示装置の回路ではその極性は動作中反転するので、ソース電極、ドレイン電極
は動作中入れ替わると理解されたい。
《液晶表示モジュールの全体構成》
　図１０はＦＣＡ方式の液晶表示モジュールＭＤＬの分解斜視図である。　
　ＳＨＤは金属板から成るシールドケース（メタルフレームとも称す）、ＷＤは表示窓、
ＳＰＣ１～４は絶縁スペーサ、ＦＰＣ１、２は折り曲げられた多層フレキシブル回路基板
（ＦＰＣ１はゲート側回路基板、ＦＰＣ２はドレイン側回路基板）、ＰＣＢはインターフ
ェイス回路基板、ＡＳＢはアセンブルされた駆動回路基板付き液晶表示素子、ＰＮＬは重
ね合せた２枚の透明絶縁基板の一方の基板上に駆動用ＩＣを搭載した液晶表示素子（液晶
表示パネルとも称す）、ＧＣ１およびＧＣ２はゴムクッション、ＰＲＳはプリズムシート
（２枚）、ＳＰＳは拡散シート、ＧＬＢは導光板、ＲＦＳは反射シート、ＭＣＡは一体成
型により形成された下側ケース（モールドケース）、ＬＰは蛍光管、ＬＰＣはランプケー
ブル、ＬＣＴはインバータ用の接続コネクタ、ＧＢＳは蛍光管ＬＰを支持するゴムブッシ
ュであり、図に示すような上下の配置関係で各部材が積み重ねられて液晶表示モジュール
ＭＤＬが組み立てられる。
《液晶表示モジュールＭＤＬを実装した情報処理装置》
　図１１は液晶表示モジュールＭＤＬを実装したノートブック型のパソコン、あるいはワ
ープロの斜視図である。ここでは、インバータＩＶを、表示部、すなわち、液晶表示モジ
ュールＭＤＬのインバータ収納部ＭＩに配置した場合を示す。
【００７１】
　駆動ＩＣの液晶表示素子ＰＮＬ上へのＣＯＧ実装と外周部のドレインおよびゲートドラ
イバ用周辺回路として多層フレキシブル基板を採用し、ドレインドライバ用回路に折り曲
げ実装を採用することで、従来に比べ大幅に外形サイズ縮小ができる。本例では、片側実
装されたドレインドライバ用周辺回路を情報処理機器のヒンジ上方の表示部の上側に配置
できるため、コンパクトな実装が可能となった。
【００７２】
　情報処理機器からの信号は、まず、図では、左側のインターフェイス基板ＰＣＢのほぼ
中央に位置するコネクタから表示制御集積回路素子（ＴＣＯＮ）へ行き、ここでデータ変
換された表示データが、ドレインドライバ用周辺回路へ流れる。このように、ＦＣＡ方式
と多層フレキシブル基板とを使用することで、情報処理機器の横幅の外形の制約が解消で
き、小型で低消費電力の情報処理機器を提供できた。
【００７３】
　以上本発明を実施の形態に基づいて具体的に説明したが、本発明は前記実施の形態に限
定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において種々変更可能であることは勿
論である。例えば、本発明は、横電界方式のアクティブマトリクス方式の液晶表示装置に
も適用可能なことは言うまでもない。また、上記実施の形態では、映像信号線の断線に対
して適用したが、走査信号線の断線に対して同様に適用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明の の形態１の液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板
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の概略平面図である。
【図２】本発明の の形態２のＦＣＡ方式の液晶表示素子とその外周部に配置された駆
動用回路基板の概略平面図である。
【図３】本発明の実施の形 液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板の
概略平面図である。
【図４】本発明の の形態 の液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板
の概略平面図である。
【図５】本発明の の形態 の液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板
の概略平面図である。
【図６】本発明の の形態 の液晶表示素子とその外周部に配置された駆動用回路基板
の概略平面図である。
【図７】本発明が適用されるアクティブ・マトリックス方式のカラー液晶表示素子の一画
素とその周辺を示す要部平面図である。
【図８】マトリクスの画素部を中央にして、左側にパネル角付近、右側に映像信号駆動回
路が接続される映像信号端子付近の断面を示す図である。
【図９】液晶表示モジュールの等価回路を示すブロック図である。
【図１０】ＦＣＡ方式の液晶表示モジュールの分解斜視図である。
【図１１】液晶表示モジュールを実装したノートブック型のパソコンあるいはワープロの
斜視図である。
【図１２】従来の液晶表示素子とその駆動用回路基板の概略平面図である。
【符号の説明】
【００７５】
　ＬＣＤ…液晶表示素子、ＳＣＲ…有効表示領域（有効画面）、ＧＤ…走査信号ドライバ
、ＧＢ…走査信号源回路基板、ＤＤ…映像信号ドライバ、ＤＢ…映像信号源回路基板、Ｃ
ＯＮＴ…制御回路基板、ＤＡＴＡ…映像信号線、ＤＡＮ…映像信号線の断線箇所、ＤＨ１
、ＤＨ２、ＤＨＧ、ＤＨ、ＤＨＤ…断線修正用配線、ＣＮ１、ＣＮ２、ＣＮ３…断線修正
用接続部、ＤＡ…信号増幅器、ＤＯＵＴ…断線修正用映像信号出力、ＡＤＤＲ…断線修正
用アドレス入力。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(12) JP 3872086 B2 2007.1.24



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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